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〇総合計画について 

令和元年 12 月 3,4 日「第２回部会（「まちと活力部会」，「地域とくらし部会」）」資料を基に作成 

進 

捗 

状 

況 

検討経過・議論の方向性など 

・本市が有する「環境」，「共生」，「学び」，「活力」という４つの都市個性に立脚した強みを掛けあわせることで、相乗的にまちの魅力を高めるべく、「挑戦を続ける」ことをまちづくりの理念として掲げ、新たな

杜の都を目指そうとしている。 

・昨年 12/3 の部会では、「新たな杜の都」により具体性と方向性を示すべく、物理的な緑だけでなく、あたたかさやチャレンジ等の様々な意味を持たせ、さらに世界に発信していく姿勢を示した「”The Greenest 

City”Sendai をつくる」との委員提案がなされた。両部会において賛同を得られたため、次回の部会資料では「新たな杜の都」の具体的なビジョンを示すコンセプトとして提示される予定。 

・都市個性の 1 つである「環境」では，本市の快適性・安全性を生み出している「グリーンインフラ」が重要な都市基盤であり，未来に引き継いでいくべきものとされ，重点プロジェクトにおいても、Eco-DRR

や風格ある街並み景観、公園を舞台にした新たな賑わいの創出、楽しめる水辺の空間づくり等の施策・取組みを推進していくという方向性が示されている。 

審議会等資料の抜粋 

 

新たな杜の都の概念図（委員提案）  目指す都市の姿 実施の方向性 



〇都市計画マスタープランについて 

令和元年 11 月 20 日「令和元年度 第２回仙台市都市計画協議会」資料等を基に作成 

進 

捗 

状 

況 

検討経過・議論の方向性など 

・平成 31 年 3 月より，現計画の改定に係る都市計画協議会での議論を開始 

・今後の都市づくりを考える上では，本市の魅力や強みをさらに高め，これを活かしたまちづくりを進めていくことが重要であるとし，関連する動向と新総合計画の検討状況を踏まえて，「都市づくりの視点（案）」

と「都市づくりの視点を踏まえた方向性（案）」が示された。 

・都市づくりの視点として，「躍動する都市」，「暮らしやすい都市」，「美しい都市」，「強靭な都市」のほか，住む場所や働く場所として「選ばれる都市」を目指すことが示された。 

・上記視点を踏まえた方向性として，「魅力・活力のある都心の再構築」や「杜の都の継承と安全・安心な都市環境の充実」等が挙げられ，計画の策定に向けた基本的な考え方が示された。 

審議会等資料の抜粋 

 



〇景観施策等について 

令和元年 12 月２日「令和元年度 第２回 仙台市景観総合審議会」資料等を基に作成 

進 

捗 

状 

況 

検討経過・議論の方向性など 

・平成 29 年度に，今後の景観施策のあり方について検討に着手し，これまでの取組みの評価検証等から，「都市空間の質の向上（街並み景観への取組み）について」，「地域の景観のシンボルとなる建築物等の保

全について」，「市民協働による景観づくりの推進について」の３つについて，施策の見直しの方向性が議論されている。令和２年度に景観総合審議会から提言がなされる予定。 

・「都市空間の質の向上について」では，都心を中心に，従来の眺望の保全に加え，街並みの見え方や感じ方を重視した施策にも取り組んでいくこととされ，特に建物周りのオープンスペースや屋外広告物に関し

て，まちの魅力が高められるような設えとなるように誘導していくための指針づくりが検討されている。 

・榴岡公園等の都市公園の区域は、屋外広告物条例上、自己用広告物等の適用除外に該当するものを除き、掲出は認められない禁止地域となっているが、都市のにぎわいや魅力向上を公園からも図っていくため

に、市長が指定した都市公園は禁止地域を解除することができるよう平成 28 年度に条例が改正された。 

・上記条例改正を踏まえて、平成 29 年度の景観総合審議会屋外広告物部会における議事では、禁止地域の解除を検討する公園の例として、「仙台市公園マネジメント方針（平成 29 年作成）」において、「都市の

にぎわい創出」に関する施策を展開する候補地となっている公園のうち、一定の屋外広告物の掲出が必要と認められるものを挙げている。 

審議会等資料の抜粋 

 

  

景観施策の見直しの方向性 

仲通り（東京・丸の内） 

※提供：NPO 法人 大丸有エリアマネジメント協会 



〇杜の都環境プラン（環境基本計画）について 

令和２年１月 20 日「第４回『杜の都環境プラン』改定検討部会」資料を基に作成 

進 

捗 

状 

況 

検討経過・議論の方向性など 

・現計画の改定について令和元年７月諮問。 

・次期計画における目指す環境都市像等について，“仙台らしさ”を打ち出すことを重視して議論が進められ，本市の環境が有する強みを踏まえた「仙台ならではの，環境にやさしいライフスタイル・ビジネスス

タイルの定着」，「資源の活用と市域内での循環」，「仙台を起点とした環境価値の創造・発信」という方向性から，環境都市像として目指すまちのあり方を３つ打ち出すこととしている。 

・都市像の実現に向けて，計画を牽引する分野を横断した重点的な取り組みを新たに設定することとしている。 

 

審議会等資料の抜粋 

 重点的な取り組みのイメージ 



〇仙台市地球温暖化対策等の推進に関する条例等について 

令和２年１月９日「第１回『仙台市地球温暖化対策推進計画』改定検討部会」資料を基に作成 

進 

捗 

状 

況 

検討経過・議論の方向性など 

・令和元年 10 月「仙台市地球温暖化対策等の推進に関する条例」が制定（令和２年４月１日施行）。 

・条例においては，温室効果ガスの排出抑制を図る「緩和策」と、地球温暖化によるリスクにあらかじめ備える「適応策」の両面を推進することとしており，地球温暖化防止に資する取り組みとして「森林の保

全及び整備・緑化の推進」等が規定されている。 

・なお，「仙台市地球温暖化対策推進計画」については，計画の改定について令和元年７月に諮問しており，次期計画の方向性等について議論が行われている。 

審議会等資料の抜粋 

 

 

仙台市地球温暖化対策等の推進に関する条例（概要）の抜粋 次期計画の方向性（案） 



〇広瀬川創生プラン等について 

令和２年１月 22 日「第 40 回広瀬川創生プラン策定推進協議会」資料等を基に作成 

進 

捗 

状 

況 

検討経過・議論の方向性など 

・現計画の中間見直し（計画期間：令和６年度まで）について令和元年９月に検討着手 

・プランの推進体制について現状と計画に相違が生じている。取組事業についても実施の運営体制の確保や新規事業数が少ないなどの課題があり，現プランの見直しに向けて議論が進められている。 

・「広瀬川の清流を守る条例」についても，平成 30 年７月に環境保全区域内における行為の制限（建築行為等）に係る許可基準が改定され，建築敷地内の緑化が促進されるように保全用地（緑化スペース）の許

可基準が見直された。 

審議会等資料の抜粋 

 

  

広瀬川創生プラン中間見直しの状況（課題と解決の方向性） 

（協議会資料を一部加筆修正） 

環境保全区域内における行為の制限に係る許可基準 
（出典：令和元年８月 19 日 第 47 回仙台市広瀬川清流保全審議会資料） 

A ㎡ 


